
　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
心
臓
部
分

で
あ
る
「
太
陽
電
池
セ
ル
」
の
製
造
工

場
が
四
国
で
初
め
て
西
条
市
港
に
立
地

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
10
月
20
日
に
愛

媛
県
庁
で
、
立
地
企
業
、
愛
媛
県
、
西

条
市
の
三
者
に
よ
る
立
地
協
定
書
の
調

印
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

立
地
す
る
企
業
は
「
Ｐ
Ｖ
Ｇ　

Ｓ
ｏ

ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
（
ピ
ー
・
ヴ
イ
・

ジ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
株
式
会

社
」
（
本
社
・
横
浜
市
）
で
、
新
工
場

で
は
年
間
30
メ
ガ
ワ
ッ
ト
（
家
庭
用
約

８
０
０
０
軒
分
）
の
セ
ル
を
製
造
す
る

予
定
で
す
。
こ
の
セ
ル
は
両
面
受
光
型

と
い
う
画
期
的
な
製
品
で
、
発
電
効
率

が
一
般
の
製
品
よ
り
も
約
３
割
ほ
ど
高

い
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
製
品
で
す
。

　

同
社
で
は
来
年
３
月
か
ら
の
操
業
を

め
ざ
し
て
、
現
在
、
新
工
場
の
建
設
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

西
条
西
部
公
園
内
の
旧
青
少
年

セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
整
備
を
進

め
て
い
た
「
西
条
市
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
広
く
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
シ
ャ
ワ
ー
室
や

更
衣
室
、
会
議
室
、
多
目
的
室
を

備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
議
や

大
会
で
必
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

や
音
響
設
備
も
使
用
で
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
大
会
な
ど
で

西
条
西
部
公
園
を
利
用
の
際
は
、

ぜ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
１
階

　

休
憩
・
談
話
ス
ペ
ー
ス

　

更
衣
室

　

シ
ャ
ワ
ー
室

●
２
階
（
各
室
有
料
）

　

会
議
室
（
１
時
間
３
５
０
円
）

　

多
目
的
室
（
１
時
間
１
０
０
円
）

●
備
品
等
（
有
料
）

　

可
動
式
ス
ピ
ー
カ
ー
一
体
型
ア

ン
プ
、
マ
イ
ク
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー■
問
合
せ

　

西
条
西
部
公
園
管
理
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
７

－

９
３
８
３

▲調印後、立地協定書を手にする
　（左から）愛媛県知事、石川直
　揮代表取締役社長、西条市長

▲スポーツコミュニティセンタ
　ーの外観▼

２階の会議室、多目的室は、
　会議・研修のほか、スポーツ
　大会等での本部室・控え室と
　してもご利用いただけます。
※各写真は整備中のものです。

西条市有形文化財（石造美術）に指定

長福寺 宝篋印塔
　北条の長福寺にある宝篋印塔（ほ
うきょういんとう）を、９月27日付
で市の有形文化財に指定しました。
　この宝篋印塔は寺伝によると、元
寇で活躍した河野通有の供養塔だと
されています。制作年代は不明です
が、その様式から南北朝時代とも考
えられます。
　材質は花崗岩で、高さ約2.4ｍ。
保存状態も良好で、全体的に均整の
とれた姿をしており、歴史的、工芸
的にも優れたものです。

　昭和38年から石根小学校校医として職務に
精励されるとともに、平成９年からは小松中
学校校医も兼任され、高い見識と社会奉仕の
精神をもって児童生徒の健康管理に当たり、
学校保健の普及と向上に多大な貢献をされて
います。

学校保健功労

太
陽
電
池
セ
ル
工
場

西
条
市
へ
立
地

四
国
初

ＪＲ伊予氷見駅

西条西部地域交流センター●

●スポーツコミュニティ
　センター
●スポーツコミュニティ
　センター

西条西部公園
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ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が
完
成

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
の
概
要
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